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1.会社概要





(株)オーヤマ 業務説明

企画管理チーム
(データ集約・可視化・分析)

契約チーム
(契約・取引条件)

事前調査チーム
(通関法令調査)

海外ロジスティクスチーム
(海上(航空)輸送)

国内ロジスティクスチーム
(納品手配)

私たちはアイリスグループ間の輸出入を行う貿易商社です

管理本部
(全体管理・人材育成)

仕入売上管理チーム
(見積)

発注・通関書類管理チーム
(受発注・船積書類)

貿易部
(新商品開拓・提案)



2.従来の課題



本船動静の確認・更新
1～1.5時間/日を4人程度で分担実施

■輸入取り扱い

コンテナ本数

• 年間25,000

本

配送先

• 国内9拠点＋

α

利用港（国内）

• 北は小樽  

南は那覇まで

利用港（海外）

• 中国/東南アジ

ア/北米/EU

船社/FWD

• 30社超

海貨業者

• 20社超

更新情報の発信
社内/社外へメール・電話・Slackなど様々
な媒体で同一内容を発信

可視化・一元管理
担当ごと情報の持ち方が異なり、情報のバ
ケツリレーが発生

書類確認や単純業務が増え本質業務に割く時間が減少



改善に向けた取り組み

①共有ファイル/フォルダの運用

関連者でExcelを共有→それぞれが必要とする情報がバラバラ。統一化が困難

②Excelのマクロ化/RPA開発等の効率化
業務時間削減には一定の効果→情報の共有に関しては課題残る

③SaaSの導入を検討

貿易管理（SHIPPIO）システム導入を検討→システム利用料金が発生

①システム利用料金の確認
②関連部署へ効果見込まれるかヒアリング
③効果をまとめ費用対効果を検証
④補助金申請/採択
⑤社内提案→導入

貿易プラットフォーム活用による貿易手続デジタル化推進事業費補助金の活用

抜本的な改善には至らず

導入に向けて



3.Any Cargo利用により期待
している効果



①本船動静の自動更新

②パートナーコネクト

③データ保全と分析

④地方港の活用

大きな効果はすでに見えている。一目瞭然且つ一元管理が可能
月間1,000BL以上の登録が必要なためデータ更新の工夫が必要か

他部署の担当者/乙仲/外部倉庫担当等との連携を調整中
チャット機能も活用し情報のバケツリレー撲滅
権限設定等の追加開発を期待

遅延やデバン時の貨物ダメージなどのデータが蓄積されることで
L/T可視化や分析、輸送品質の向上を目指す

動静を細かに確認できることでL/Tに課題のある地方港活用に挑戦で
きる。
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